
●横浜はいま

年
は
世
界
的
な
景
気
の
低
迷
に
よ
る
影
響
な
ど

で
、
一
億
二
一
六
七
万
ｔ
と
前
年
を
や
や
下
回
っ

た
（
Ｍ
－
１
）
。
し
か
し
、
東
南
ア
ジ
ア
航
路
な
ど

に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
化
の
進
展
、
横
浜
港
の
取
扱

施
設
の
充
実
に
よ
り
、
コ
ノ
テ
ナ
貨
物
は
急
増
し
、

五
六
年
に
は
、
対
前
年
比
一
五
・
六
％
増
て
１
０

０
０
万
ｔ
を
超
え
、
東
京
港
を
抜
い
て
神
戸
に
次

ぐ
全
国
第
二
位
の
取
扱
量
と
な
っ
た
（
図
１
２
）
。

　
外
国
貿
易
に
つ
い
て
み
る
と
、
五
六
年
の
貿
易

額
で
は
、
愉
出
七
兆
八
四
〇
億
円
、
愉
入
二
兆
五

九
六
〇
億
円
と
そ
れ
ぞ
れ
令
国
の
二
〇
％
、
八
％

を
占
め
、
引
き
続
き
わ
が
国
口
収
大
の
貿
易
額
を
誇

っ
て
い
る
（
図
－
３
）
。
な
お
、
取
扱
わ
れ
る
品
日

を
み
る
と
背
後
地
の
産
業
講
造
の
変
化
を
反
映
し

て
、
自
動
車
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
科
学
光
学

機
器
な
ど
の
工
業
製
品
が
多
い
　
（
表
｜
１
）
。

　
コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
輸
送
シ

ス
テ
ム
は
、
安
全
、
迅
速
、
効
串
的
輸
送
を
実
現

さ
せ
た
。
と
同
時
に
、
港
に
対
し
て
は
施
設
の
大

型
化
、
利
用
形
態
の
変
化
、
港
湾
荷
役
の
大
幅
な

機
械
化
な
ど
、
港
の
姿
を
一
新
さ
せ
る
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
た
国
際
的
規
模
で
進

図一２　コンテナ貨物量推移図一１　海上出入貨物年次推移ん
で
い
る
輸
送
革
新
に
横
浜
港
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
港
湾
施
設
に
つ
い
て
は
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港
湾
の
振
興

　
横
浜
港
は
、
世
界
有
数
の
国
際
貿
易
港
で
あ
る

と
と
も
に
、
横
浜
経
済
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
現
在
建
設
中
の
ベ
イ
ブ
リ

ッ
ジ
の
外
側
を
中
心
に
、
国
際
貿
易
機
能
強
化
の

た
め
の
最
新
鋭
の
ふ
頭
が
整
備
さ
れ
て
い
る
、
内

側
の
港
奥
部
で
は
、
港
湾
中
枢
機
能
の
充
実
と
新

た
な
都
心
の
形
成
が
計
画
さ
れ
、
市
民
や
都
市
と

を
結
び
つ
け
る
都
市
港
湾
の
建
設
が
行
わ
れ
て
い

■
港
湾
施
設
な
ど
充
実

■
進
展
す
る
コ
ン
テ
ナ
化

　
横
浜
港
の
取
扱
貨
物
量
は
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
の
影
響
で
一
時
的
な
落
ち
込
み
が
み
ら
れ

た
が
、
こ
こ
数
年
は
回
復
基
調
に
あ
っ
た
。
五
六

④
－
い
き
い
き
と
し
た
都
市

る
。



●第３章／市民生活と市政

ー
、
人
材
交
流
な
ど
を
通
し
て
相
互
交
流
や
情
報

交
換
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
海
外
か
ら
の
研
修

生
の
受
け
入
れ
、
発
展
途
上
国
の
港
湾
開
発
協
力

な
ど
、
海
外
と
の
多
面
的
な
交
流
を
進
め
て
い
る
。

■
水
際
線
の
市
民
利
用

本
牧
、
大
黒
ふ
頭
を
中
心
に
整
備
が
進
め
ら
れ
、

五
四
年
に
は
大
黒
ふ
頭
コ
ン
テ
ナ
第
一
バ
ー
ス
、

五
六
年
同
第
二
バ
ー
ス
が
完
成
し
た
。
本
牧
ふ
頭

は
、
五
六
年
に
コ
ン
テ
ナ
ク
レ
ー
ン
の
増
設
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
五
七
年
に
は
港
湾
計
画
を
改
訂
し
、

今
後
の
コ
ン
テ
ナ
化
の
進
展
な
ど
に
対
応
し
た
港

湾
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
利
用
面
で
の
機
能
充
実
を
図
る
た
め
、
五
六
年

度
に
は
全
国
て
初
め
て
の
港
湾
局
業
務
を
対
象
と

し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
大

量
の
船
舶
、
貨
物
な
ど
の
情
報
を
、
即
時
処
理
す

る
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
に
よ
り
、
施
設
利
用
者
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
公
共
港
湾
施
設

の
効
率
的
な
管
理
、
運
営
に
大
き
な
力
を
発
揮
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
、
施
設
や
機
能
面
で
の
整
備
充
実
の

ほ
か
、
変
化
の
激
し
い
海
外
の
海
運
動
向
に
対
応

し
た
港
湾
運
営
や
横
浜
港
の
利
用
促
進
を
図
る
こ

と
も
重
要
と
な
っ
て
き
た
。
横
浜
港
の
Ｐ
Ｒ
と
外
国

貨
物
の
増
加
を
図
る
た
め
、
五
四
年
か
ら
海
外
へ

の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
港
湾
業
界
と
行
政
が
合
同

で
実
施
し
、
北
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
な

ど
の
各
港
に
代
表
団
を
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
港
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン

ク
ー
バ
ー
港
と
姉
妹
港
を
結
び
、
姉
妹
港
セ
ミ
ナ

　
都
市
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、
市
民
生
活
を
向

上
す
る
た
め
、
横
浜
港
の
多
角
的
利
用
が
図
ら
れ

て
い
る
。

　
内
陸
部
に
お
い
て
処
分
し
き
れ
な
い
残
上
や
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
の
確
保
、
金
沢
地
先
埋
立
て

に
み
ら
れ
る
都
市
再
開
発
用
地
の
造
成
な
ど
が
、

図一３　主要港貿易額全国比（昭和56年）

海
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
都
心
に
近
接

し
た
内
港
地
区
で
は
、
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
計
画

に
も
と
づ
き
再
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
港
と
水
際
線
の
市
民
利
用
も
進
ん
で
い

る
。
五
五
年
七
月
に
は
、
海
の
公
園
の
人
工
砂
浜

が
オ
ー
ブ
ン
し
、
多
く
の
市
民
が
水
遊
び
や
潮
干

狩
を
楽
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本
牧
の
海
釣
り
施

設
、
金
沢
埋
立
地
な
ど
の
水
際
線
緑
地
が
整
備
さ

れ
、
大
桟
橋
が
一
般
に
開
放
さ
れ
る
な
ど
、
市
民

と
港
と
の
ふ
れ
あ
い
が
一
層
深
ま
っ
て
い
る
。

表－１　昭和56年主要品輸出入表

131


	page1
	page2

